
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 １１月６日、福岡県下の乳用牛飼養農場において、国内では初

めて「ランピースキン病」の発生が確認されました。 

 本病は、感染した牛や、ウイルスを持った吸血昆虫（蚊・ハ

エ・ダニなど）、汚染された飼料・水・器具等と接触することで

感染が成立すると考えられています。 

牛飼養者の皆様におかれましては、改めて飼養衛生管理基準の

徹底をお願いします。 
 

 

引き続き下記の衛生管理をお願いします。 
 

 
◆飼養する牛にランピースキン病を疑う症状がみられた場合には、当

該牛を群から速やかに隔離し、獣医師又は家畜保健衛生所までご

連絡ください。 

◆出荷等により農場外へ移動させる場合には、健康状態を確認してく

ださい。 

◆平時から蚊、サシバエ等の吸血昆虫の防除を行い、病原体の侵入

を防いでください。 

◆農場や畜舎内に入るヒト・モノ・クルマの管理を徹底し、病原体の侵

入を防いでください。 

◆注射針、人工授精用器具等を使用する際は、１頭ごとに確実に交換

又は消毒を実施してください。 

 

 

福岡県でランピースキン病が発生！ 
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